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 早
はや

いもので、２０２３年
ねん

がスタートして１か月
げつ

が経
た

ちました。新年
しんねん

を機
き

に新
あたら

しいことを始
はじ

めたり、新
あら

たな目
もく

標
ひょう

をたて

たりした方
かた

もいるのではないでしょうか。 

目標
もくひょう

を達成
たっせい

するには、途中
とちゅう

で投げ出すことなく粘
ねば

り強
づよ

く取
と

り組
く

む姿
し

勢
せい

が必
ひつ

要
よう

です。「継続
けいぞく

は力
ちから

なり」と表現される

ように、どんな小
ちい

さいことであっても努力
どりょく

を続
つづ

けていれば、やがて成
せい

果
か

が得
え

られると言
い

われています。しかし、現実
げんじつ

には、

毎日
まいにち

、努力
どりょく

しても成果
せいか

が得
え

られないことがあります。むしろ、そのほうが多
おお

いように思
おも

います。 

では、どうしてそうなってしまうのでしょう。 

実
じつ

は、技能
ぎのう

の上達
じょうたつ

は努力
どりょく

を蓄積
ちくせき

していけば、それに比例
ひれい

し

て上達
じょうたつ

していくものではないのです。右
みぎ

の図
ず

のように、技能
ぎのう

の

上達
じょうたつ

を感
かん

じられる瞬間
しゅんかん

は、突然
とつぜん

訪
おとず

れます。 

体育
たいいく

の時間
じかん

で例
たと

えると、縄跳
なわと

びの二重
にじゅう

跳
と

びです。初
はじ

めは、手
て

と足
あし

のタイミングが合
あ

わなかったり、跳
と

ぶ高
たか

さが足
た

りなかったり

して、難
むずか

しいものです。練
れん

習
しゅう

をしても引
ひ

っかかってばかりで、

なかなか跳
と

べるようにはなりません。それでも毎日
まいにち

、繰
く

り返
かえ

し練
れん

習
しゅう

していると、ある日
ひ

突然
とつぜん

できるようになります。そこから

は、動
うご

きが安
あん

定
てい

し、連
れん

続
ぞく

して跳
と

べる回
かい

数
すう

が増
ふ

え飛躍的
ひやくてき

に上達
じょうたつ

していきます。鉄
てつ

棒
ぼう

の逆
さか

上
あ

がりなども同
おな

じです。 

 このような経験
けいけん

は、誰
だれ

にでもあるのではないでしょうか。 

 よく、「壁
かべ

」を越
こ

えたと表
ひょう

現
げん

されます。「壁
かべ

」とは、能
のう

力
りょく

が急
きゅう

上
じょう

昇
しょう

する前
まえ

までの状
じょう

態
たい

（練
れん

習
しゅう

を続
つづ

けているにも

かかわらず上
じょう

達
たつ

が感
かん

じられない状
じょう

態
たい

）のことです。 

 しかし、多
おお

くの場
ば

合
あい

、この「壁
かべ

」を越
こ

える前
まえ

に諦
あきら

めてしまいます。理想
りそう

と現実
げんじつ

のギャップを「自分
じぶん

には能力
のうりょく

がない」

等
など

とネガティブに受
う

け止
と

めてしまうからです。したがって、ある能力
のうりょく

を上達
じょうたつ

させて行
い

くためには、「壁
かべ

」を越
こ

えるまでの

水平
すいへい

に近
ちか

い部分
ぶぶん

を、どのように乗
の

り切
き

るかにかかっているといっても過言
かごん

ではありません。そこで粘
ねば

り強
づよ

く続
つづ

けていく力
ちから

が必要
ひつよう

になってくるのです。 

 私
わたし

は「継続
けいぞく

は力
ちから

なり」の力
ちから

とは、継続
けいぞく

が力
ちから

になるという意
い

味
み

に加
くわ

え、粘
ねば

り強
づよ

く継続
けいぞく

できることそのものが優
すぐ

れた

力
ちから

の１つであるという、２つの力
ちから

を意味
い み

しているように感
かん

じています。 

 子
こ

どもには成
せい

長
ちょう

する中
なか

で、一人
ひとり

ひとり違
ちが

った様
さま

々
ざま

な「壁
かべ

」があります。あきらめずに、「継続
けいぞく

は力
ちから

なり」で粘
ねば

り強
づよ

く

努
ど

力
りょく

を続
つづ

けられるようになって欲
ほ

しいと思
おも

います。どの子
こ

にも壁
かべ

は必
かなら

ず訪
おとず

れ、越
こ

える日
ひ

が来
く

るはずです。その日
ひ

が来
く

る

ことを信
しん

じ、継続
けいぞく

している努力
どりょく

を認
みと

め、励
はげ

ましていきましょう。そして、努
ど

力
りょく

が結
けっ

果
か

に結
むす

びついたときには、大
おお

いに褒
ほ

め、一
いっ

緒
しょ

に喜
よろこ

んでほしいと思
おも

います。その経験
けいけん

が、次
つぎ

の継続
けいぞく

のエネルギーになります。 

私
わたし

は、子
こ

ども達
たち

が、いろいろな「壁
かべ

」を越
こ

える瞬間
しゅんかん

が楽
たの

しみです。その瞬間
しゅんかん

まで、助言
じょげん

し、認
みと

め、励
はげ

ますことを

継続
けいぞく

します。「継続
けいぞく

」が「力
ちから

」になることを信
しん

じて。 

 


